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日本港湾経済学会会長 北 見 俊 郎

元来，港は交流の場であり，その交流によって経済・社会・交化の発展が

もたらせられました。今や，ヨーロ yパ共同体の具体化，ペレストロイカの

進展．そして発展途上諸国との連携等，グローパノレな国際的視野を忘れては

港の乙とを考えられなくなりました。

乙うした国際経済・社会の変貌をふまえ，わが国の港のあり方を各面より

考える乙とが重要な課題でもあります。とりわけ，アジア諸国との関係は，

もっとも身近かな問題であり，相互の発展によっての交流の場である港の対

応は急務と言えましょう。乙のような時IC. 日本港湾経済学会は，歴史的に

もアジア諸国と密接な関係をもっ北九州港において，第28回の全国大会を

「港湾と国際経済社会の変貌Jの共通論題のもとに開催しうる ζとはきわめ

て良き時と場を与えられたものと心から感謝せざるを得ません。

22年前の1967年には『輸送の近代化と港湾」 という共通論題のものに第6

回全国大会を北九州港にて開催しており，乙の聞の問題意識の変化をあらた

めて考えさせられる次第です。乙の「年報」は，以上に述べました本年度大

会の共通 ・自由論題の各研究発表の論稿を中心iζ編集したものであります。

乙乙にあらためて，本大会開催にあたり多くの関係者各位の御尽力を感謝す

ると共に， 「年報Jの発行につきましでも執筆者の方々をはじめ，各会員の

方々 ，事務局の方々，文化印刷側等に厚く御礼を申し上げる次第です。何と

ぞ今後も，より充実した「年幸日」の刊行をもって学会の目的が達成されます

ようお祈り致します。

( 1989年・秋）



次目

！！~ 

子（ 1 ) 

徹（ 16 ) 

子（ 34) 

HJ'f ( 49) 

( 63) 

( 78) 

泰 (142)

功 (157)

輝

生

(173) 

(187) 

( 95) 

( 112) 

(122) 

学
彦

夫

ラ

一

士
レ
富

ぺ

正

可告「
了

秀

建

俊

幸

↑え

武

見

研究

共通論題
東アジアにおけるコンテナ港湾の競合…・…・・・………ー・……ー遠

シンガポール港の変化と物流ネットワークー・・・・・・・・ーー・山

日中貿易と中国物流体制・・・ー一…・・ー・・・ 一－－……－・－－－柴

生産の国際化と国際物流ー・・…ー ・・ ・・ー…………・・…………・・…鈴

一一一荷主とフォーワーダーの海外進出一一

国際化の進展と港湾の課題－－－－・…・…－－一ーー・………一山

世界都市機能集積と沿岸域管理の共生…・ー……………・………木

自由課題

港湾の計画とその地域的課題－－…・・・ー・－－－－ ー… …・… ー千須和

港湾価格決定における競争とサービスの効率性ー…一一………・VI.D.J. 
神戸桟橋会社の成立事情と埠頭経営 ・ー一－ ・…・… －－－－安彦

一一経営史的考察を中心に一一

港湾補助と港湾経営…・・…－－ －－ …・・・・ー一……....・ H ・－…・… ・金

港運業の変貌と諜題…一－ －－－－ －…・0 ・…・一一....・ a・－… ……富

一一コンテナ化時代に関連して一一

最貧困における海浜リゾー ト開発の可能性とその問題点・… υ 吉

中国の内航運送管理と改革ーー…・・・ーいー・ー一・・ーーーーー・宗

資料
三世紀北九州のみなとー．．

産業前進基地としての西海岸時代ー・.................・・・・ー一・・越

藤

上

回

木

村

村

田

同

序ー－－……………・……・・ーー・・・・・……一…・……… ー・北

生：(204) 

昆（219)
w 
履

メ入

"' 

郎（225)

夫（231)

人（235)

俊
昭
…
正

見

林

聖子

書評

和泉雄三著「港湾政治経済学の理論体系」 一ー・・・・・・ー …北

高見玄一郎 「港の世界史」 一・・ー ー・…・… 一一－－－－－－ －－…小

田尻宗昭編 R提言・東京湾の保全と再生」 ……… －一・・・・熔

学会記 事

第27回全国大会（旭Jill概要－－－ －…・ ーー …・・・・………………・…・・・…… (238) 
シンポジウム概要…… …ー・・ー・・ー…ー 一… … ……ー…・・・・・・・・……………－… (240) 

部会活動状況他……………－ …………ーリ ……・.........…・・……・・…… －……（252)

業績リスト ・ー ・………・・ー ー－…・…ー …………・・・ …・ー・ー・ー…・・・・・・・一一 … ・・ (254) 

編集後記・・ ー・…………・…・・……ー …・…………－…－ … … … ……… (274) 


